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補聴器特性とSPLオージオグラムの見方
今回は、補聴器の状態を把握する

「補聴器特性表」と補聴器を装用し
て測定した結果が記載されている

「 SPLオージオグラム」について説明します。測定結果にどのような情報が記載されてい
るのか、ぜひ、自分自身の測定結果と照らし合わせながら、確認してください。

補聴器特性検査

補聴器にどれくらいのパワーが

入っているのか、故障がないか

チェックしています。

（詳しくは下の表）

補聴機器装用閾値測定結果

補聴器や人工内耳などの補聴機

器を装用して聞こえた一番小さな

音を▲で記載しています。

左の表は右耳、右の表は左耳の

結果になります。

補聴器のデジタル機能について

補聴器にどのようなデジタル機

能（ハウリング抑制や騒音抑制な

ど）が入っているのかを記してい

ます。

補聴器の特性について

補聴器に50dBから10dBステッ

プで90dBまでの音の大きさ、低い

音から高い音までの音をきかせて、

補聴器がどれほど音を大きくして

耳に届けるのかを示しています。

例えば、★印の値は1000Hzの

音の高さで、50dBの音が聞こえた

ときに、補聴器が50dBの音を大き

くして、100dBの音の大きさを耳

に届けていることを示しています。


